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A Comparison of IgE Gene Transcription in the Thymus 
      with That in the Spleen of the Mouse
Manami Asagai, Yuko Kinoshita, Yuko Takimoto, Tomoko Tsuji, 
    Asako Nagatani, Aiko Yamamoto and Kenji Miyata
  Immunoglobulin heavy chain gene transcription was investigated by reverse transcription PCR both in 
the thymus and in the spleen of BALB/c mice of age 1 to 5 weeks old. A definitive difference in IgE tran-
scriptions was found between in the thymus and in the spleen. IgE transcriptions were demonstrated 
clearly in the thymus of all mice, while, in the spleen, not detected in 1 to 3 weeks old. Therefore, the cells 
transcribing antibody genes in the thymus of mouse are neither B lymphocytes in blood vessels, nor 
invaded B lymphocytes after proliferation and development in the spleen. Those will be specific cells 
which proliferate and develop in the thymus from stem cells which immigrated at embryonic stage.
(Received September 1, 2005)
1、 は じ め に
 胸腺は,発 生期に原基に流入した幹細胞から胸腺
細胞が分化増殖 しTリ ンパ球 とな り,Tセ ルリセプ
ター(TCR)を 介してポジティブーネガティブニ重
選択を受ける器官である1,2}。選択されたTリ ンパ球
は,脾 臓,リ ンパ節および粘膜の リンパ組織へ移行
し,Bリ ンパ球に作用 し抗体産生を促す3)。前報 に
おいて,BALB/cマ ウス胸腺において胎生期か ら抗
体遺伝子 が 転写 され て い ること,抗 体 の クラス
スィッチが起 きていること,胸 腺分離細胞の一次培
養上清中に抗体が検出されることから,胸 腺には抗
体産生細胞 も存在す ることを示 し,胸 腺内でTリ ン
パ球が抗体産生細胞に作用 している可能性を示唆 し
た4)。
 また,生 後1.5日 齢のマウスの胸腺 と脾臓におけ
る抗体遺伝子の転写に僅かに差異が認め られること
か ら,胸 腺で抗体遺伝子を転写し抗体を産生してい










 コンベ ンショナルBALB/cマ ウスを用いた。出生
後3週 間は母親 マウスと同居させ,21日 齢で雌雄































プライマー IgA-F AACCCCGTCCAAGAATTGAA 
プライマー IgA-B TTTAGGGTTGAAAGCTCGCA 
プライマー IgE・F AACATGAGCACTGTGAACTT 






























































平成 17年 12月 (2005年) -3-
Thymus Spleen 
E A G3 M m E A G3 M m 
7d 一 一一瞬仕I
E A G3 M m E A G3 M m 
23d 
E A G3 M m E A G3 M m 
29d l .制機鵠ぷI
図1 BALB/c雌マウス胸腺および牌臓における抗体遺伝子の転写
a， b; 7日齢， c， d; 23日齢， e， f; 29日齢。胸腺 (Thymus)ではIgEの転写産物が明瞭に認められ，
加齢に伴い増大する傾向を示した。 7日齢の牌臓 (Spleen)では， IgEは検出できなかった。 23日齢，
29日齢では，牌臓においても IgEの転写が検出された。レーン m;λ-DNん恒indIIIの564b.p.フラグメ
ント， M; IgM， G3; IgG3， A; IgA， E; IgE 
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図2 BALB/c雄マウス胸腺および牌臓における抗体遺伝子の転写
a， b; 7日齢， c， d; 35日齢。胎生 18日齢。胸腺ではIgEの転写産物が明瞭に認められた。牌臓では，
IgEの転写産物は35日齢でも検出できなかった。レーン m;λ DーNNHindIIIの564b.p.フラグメント， M;
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UVP社の LaboratoryImaging and Analysis System により，ルDNA圧-lindIIlの 564b.p.のフラグメントの
デンシティー (M564) に対する IgEのデンシティーの比を求めた。雌雄ともに，胸腺における IgEの転
写は加齢に伴い増大する傾向が認められた。胸腺と牌臓の IgE転写量の差異は明瞭であった。牌臓で
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